


　
　
　
　
　
　
　
　
　

　昨年の９条通信６月号で「私たちはコロナ禍とい
う苦難の中で何を学ぶのか、又国はこの有事に国民
を守る強い意志とその能力があるのか問われてい
る。」と書いた。果たしてその問いかけに国はどう
答えて来たのか、一つの確かな事実として「自宅療
養」という実態とはかけ離れた言葉が使われた。
　現実は一切の医療を受けられず自宅に留め置かれ
多くの方々がなくなった自宅放置であったのにメ
ディアも使い続けた。真実を覆い隠す言葉が何の検
証もされず社会に流される。政治家の言葉が不誠実
となり、空疎なものとなった社会。民主主義の危機
が切実に叫ばれる社会となった。だからこそ胸に刻
み伝え続けなければならない言葉がある。

　　　

　
    　　　　　　　　　　　コロナを理由に自由の制限が当然のごとく語られる
ようになり社会も受け入れつつある中、言葉に不誠実
な政治（家）には何事にも用心深く慎重に。そして言
葉の裏に隠された本音を見抜く力を持ちたい。
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　政治は善を追及して人間を尊重するのが本質
　　　　　　　　　　　　　政治評論家　森田 実

　国民の知る権利とは何のためにあるのか。主権
者である国民が政府の政策に間違いがないことを
検証し納得するためにある。

　安全のために国民個人の自由が制限される場面
があることは認めるとしても、表現の自由やその
前提となる知る権利は、国民をして主権者であら
しめる為の権利であり、民主主義にとって譲るこ
との出来ない前提。　　　　　　　　柳沢協二

　自由はある日突然なくなるものではない。それ
は目立たない形で徐々に蝕まれ、気が付いた時に
はすべてが失われている。　　　　宮澤喜一元首相
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